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論　文　内　容　の　要 旨
〔目　的〕
近年の、世界的な港湾荷役作業の急速な機械化の一環として、我国でも貨物のコンテナ化が
進み、現在輸出入用船舶貨物の3分の2以上がコンテナによっている。このコンテナの陸上輸
送専用車である海上コンテナ・トラクタも急速に増加したが、運転手の間に腰痛が多発した。
本研究はこの問題の労働衛生学的解決に資することを目的として、車両の振動測定、運転手の
腰部を中心とする整形外科学的検索、及び車両の人間工学的点検を行い、この腰痛の病像・発
症要因等を明らかにしようとした。
〔方　法〕
1．振動測定；9種類の海上コンテナ・トラクタについて、運転席の座面に振動ピックアップ
を設置し、通常業務走行中の振動を測定した。また比較のために同じ条件下で大型トラックの
振動も測定した。同時に、240名の運転手についてタイムスタディを行い、振動曝露時間を調
べた。これらの結果を国際標準化機構の全身振動曝露評価基準ISO2631によって評価した。
2．整形外科学的検索；海上コンテナ・トラクタ運転手240名について、頸・背・腰部及び上
肢・下肢に関する自覚症状、腰痛経験、日常生活や運転労働中の腰部の苦痛・支障等の問診、
頸・背・腰邸及び上肢・下肢の筋圧痛検査、脊椎棟突起部の圧痛・叩打痛検査、関節可動域測
定等の検査及び診察を行った。
3．人間工学的評価；海上コンテナ・トラクタの人間工学的点検を行うため人間工学チェック
リストを作成した。これを549名の運転手に配布し、各自が専属乗務する車両を評価させた。
また代表的な車両10車種の運転室空間について計測を行い、その値と対応するチェックリスト
項目の評価結果との相関を検討した。さらに多変量解析（数量化理論2類）により、身体疲労
症状及び車両に対する不満足度と人間工学的評価結果との関連を検討した。
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〔結　果〕
1．振動測定；運転席における振動は前後方向で大きく、平均振動レベルは．貨物積載走行時
95．5dB、空荷走行時95．OdBであった。これらをISOの基準によって評価すると、貨物積
載走行時・空荷走行時各々の1日当りの振動曝露許容時間は、作業能率保持のためのFatigue
－decreased proficiency boundaryとしては100分及び120分、健康や安全の保持のための
Exposurelimitとしては290分及び350分に相当した。またタイムスタディの結果から、1日の走
行時間が上記の許容曝露時間を越えるものは各々、およそ90％以上、30％以上と推定された0
2．整形外科的検索；最近2カ月間に腰部のだるさを経験した者は62．3％、腰痛を経験した
者は41．6％あった。腰部自覚症状の程度によって群別すると、項部・背部・下肢のこり・だる
さ、日常生活や運転労働中の腰部の苦痛・支障の訴え率、筋庄痛や脊椎棟突起部の圧痛・叩打
痛の陽性率は腰部自覚症状が強い群はど高く、背筋力、腹筋力等の成績も不良であった。しか
し腰部自覚症状の全くない群ゼも腰部脊柱起立筋の筋圧痛陽性率37．5％、L4の脊椎棟突起部
の圧痛あるいは叩打痛の陽性率13．5％がみられる等、比較的陽性率の高い検査項目が多かった。
被検者の訴えや検査所見から、ほとんどの異常が筋・筋膜性のものとして説明できると考えら
れ、Ⅹ線検査等による精査は行わなかった。
3．人間工学的評価；車両の人間工学的点検の結果、問題指摘率の高い項目が非常に多く、車
両の実測値と当該部分に対する問題指摘率との間には高い相関が認められた。車両の人間工学
的問題点と運転手の身体疲労の訴えとの関連の多変量解析で得られた相関比は、ギヤ・チェン
ジ操作による腕の疲れ0．65、ペダル操作による足の疲れ0．58、最近2カ月間の腰痛0．33であ
った。車両の人間工学的問題点と車両に対する不満足度との相関比は0．66であった。
〔考　察〕
運転労働者に腰痛が多発する要因として、座拉姿勢、運転に伴う筋労作、及び躯幹に伝わる
振動や衝撃があげられている。今回測定を行った大型トラックを含め、通常の陸上車両では上
下方向の振動が最も大きいが、海上コンテナ・トラクタでは前後方向が最大となる特異な振動
が発生しており、振動レベルの大きさは大型トラックのそれを上回っていた。また非常に多く
の運転手が振動曝露許容基準を越える振動に曝露されていた。
整形外科的検索の結果、腰痛問題の背景には身体各部位の広範な蓄積性筋疲労があると考え
られた。
各運転手に現在乗務中の車両の人間工学的問題点を評価させた結果は車両の実測値とよく相
関しており、このチェックリスト調査の客観性・妥当性の高さが示された。評価結果から、車
両の人間工学的欠陥に由来する過剰な労働負担も運転手の身体疲労症状の大きな要因であると
考えられた。
〔結　論〕
海上コンテナ・トラクタ運転手の多くが訴えている腰痛は、特異な方向と高いレベルの全身
振動や多くの人間工学的欠陥がある車両に振動曝露許容時間を越えて長時間乗務することに起
因して発生し、また腰部以外にも上肢・下肢をはじめ広範な身体部位の筋疲労性障害が生じて
いる。
一9－
これらの問題を解決するため、海上コンテナ・トラクタの座席の振動の低減、高率に訴えら
れた車両各部の人間工学的欠陥の改善、走行時間の短縮、職場体操の励行、休憩時間の確保と
休憩施設の充実等を併行して行う必要がある。
学位論文審査の結果の要旨
本研究は海上コンテナ・トラクタ運転手間に多発する腰痛を予防医学的立場から検索したも
のである。腰痛は職業病として近年重要視されて来た産業医学のトピックスである。しかし海
上コンテナ・トラクタ運転手の職業病としての医学界における認識はいまだ浅い。この点に本
研究着眼点の斬新性があり学術的価値の高い研究と考えられる。
研究方法は車輌の振動測定、運転手の腰痛の実態調査および車輌の人間工学的点検の三部門
に大別されている。振動測定については車種、走行条件、運転手などの偏りない選択、大型ト
ラックを対照群とした適切性、国際標準化機構の全身振動曝露基準を評価基準に採用した点な
ど公平な研究姿勢がうかがわれた。腰痛の実態調査では240名という多数の対象者に問診、理
学的検査をおこない、自・他党所見を綿密に調べている。車輌の人間工学的検索は独自に開発
したチェックリストを使い549名の運転手を対象として多変量解析をおこなうなど計画、規模
において優れている。
研究結果として、海上コンテナ・トラクタの振動の特徴は大型トラックに比しもっとも身体
疲労をおこしやすい前後方向の要素が大きいこと、1日当りの振動曝露許容時間が国際基準を
越えている運転手が90％以上にあることなどが明らかにされた。運転手の腰痛は傍脊柱筋、靭
帯などの脊柱への付着師こおける圧痛を主体とするもので、整形外科的にみて0VeruSe症候に
属する病変であることが証明された。運転手の身体疲労と車輌の人間工学的問題点とは強く相
関していた。
以上の結果から問題解決のために車輌の人間工学的欠陥と労働条件の改善が提案され、妥当
な結論と考えられる。本研究は社会医学的問題に関する膨大な調査を長年月かけておこな－つた
労作であり結果も数々の新知見を含んでいる。本研究論文は医学博士の学位論文として価値あ
るものと認める。
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